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Summary 
Carbide residua are produced as by-product of acetylen. The effect of those residua 
on the stabilization of Ariake clay，“hedoro”， was estimated by unconfined compression 
strength. 
The results are summarized as follows. 
1) On the 5 days curing, the unconfined compression strength of the treated soil showed 
the maximum value at the addition rate 10-13~ぢ of carbide residua. 
2) The unconfined compression strength increases with the duration of curing, and is 
thought to attain about 8.0kg/cm2 finally. 
3) The unconfined compression strength increases as the water content of carbide re-
sidua decreases. It means that the apparent increase of strength is due to decrease of 
water content of the treated soil. 
1.緒言
:I＆近カーバイト残伴を土質安定処型！材として使川する傾向がみられ，マサ土あるいは火山灰土
（黒ボク）などに適用して， ある程度成功した例が報告されている1)2）.一方，有明海沿岸に広範
囲に分布している軟弱なガタ土（ヘドロ）に対しては，熊本県河内芳野村の土地造成現場に£、い
てこのカーバイド残浮を添加して相当の効果を上げている．また農林省の有明干拓の現場に為、い
ても実験がすすめられているようである．筆者らはヘドロの安定に対するカーバイ F残浮のより
有効な利j司法のIJtl発を目指しその添加率や含水比を変え，また添加後の養生日数による経時的な
処理効果を検討した．
2. カーバイド残淳について
カーバイ F伐1宰は次の化学式に示すようによ主成分は水酸化カルシウムすなわち消石灰である．
CaC2+2H20→Ca(OH)z+C2H2↑ 
すをわち CaC2（カルシウムカーバイド）に水を作用させて C2H2（アセチレン）を発生させた残
浮である． CaC2はふつう純粋なものではないので， カーバイド残浮は多少の不純物を含んでb
22 佐賀大学農学業報第31号（1971)
り，一般に純度は707ぢ前後である． また C2H2生成のさいに多量の水が使用されるためにカーバ
イド残浮の含水比は非常に高い．
カーバイド残浮は，酢酸・アセトンなどの重要な製造原料である C2H2の需要の増加Iと共に大
量に生産されるが，現在まで，ほとんど利用価値のないものとして廃棄されてきた． しかし前
述のごとし最近はより経済的な土質安定処理材として注目されはじめ， これを使用する事例が
みられるようになった．
~.：｝，－本実験にふ、いて使用したカーバイド残浮の比重（土粒子の比重試験と同じ要領で測定）は
2.332である．また実験室への搬入時の含水比は 136%程度であった．
3. 供試用ガタ土（ヘドロ）について
実験に使用したヘドロは熊本県河内芳野村小川内地先にbいて採取した乱されたもので，実験
室搬入時の含水比は 133%程度である．その物理試験結果を表一1に示す．また粒度分布は図一1の
ようになり，三角座標による分類では粘土に属する典型的なヘドロである．
表－1. 供試土の物理的性質
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4.実験方法
ヘドロにカーバイド残浮を添加した場合の処理効果を一軸圧縮強さによって判定した．処理土
の強さに影響する要因は種々考えられるが，本実験では次の基本的な 3つの要因を選び， とれら
の変化が強さに及ぼす影響について検討した．
(1) カーバイド残浮の添加率
(2) カーバイド残浮添加後の養生日数
(3) 添加時のカーバイド残浮の含水比
供試体作成のためのヘドロとカーバイド残浮の混合名、よび養生には， コンクリート用の二つ割型
モールドを使用した． また一期Ii圧縮はヒズミ制御式で， 平均ヒズミ速度1.5 ~ぢ／min で試験を行
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なった．ま:b－一軸圧縮にbける供試体の寸法は新しいJIS案によれば，高さ Hと直径Dの比H/D
を2程度とすることが規定されているが， H/Dが 1～3の範囲では一軸圧縮強さに与える影響
は僅少で無視できることが報告されている3). 本実験では，以上のことから供試休の寸法を直径
約 3.5cm，高さが~ 6. Ocmとした．
5. 実験結果および考察
(1) カーバイド残浮の添加率の変化が－i!qlj圧縮強さに及ぼす影響
安定処理土にbける安定材の添加量の表わし方は2通りある4).
(i) 土の乾燥重量に対する安定材の重量を百分率で表わしたもの（外添加量）．
(i) 安定材と土との混合物の乾燥重量に対する安定材の乾燥重量の比を百分率で表わしたも
の（内添加量）．
木実験では（i）の表わし方を採用して次の方法によって求めたものを添加率と名づけた．
カーバイ F残浮の乾燥重量添加率＝ ~ ＂＇－＂＂~阻宅島旦’占 ,.,. , H 由油爪掛皿壬1'0. ×100(%) 
カーバイド残浮のヘドロに対する適正添加率を見出すために，添加率を 5,10, 15, 20, 30, 50%の
6種類に変化させて供試休を作り，添加後それぞれ5日間放置（養生） して一軸圧縮試験を行ま
った．なふ、，添加（混合）時のヘドロふ、よびカーバイド残i宰は搬入時のままの含水比のものを使
用した．
試験結果を表 2；｝.，－よび図－2に示す． 添加率の値は， ヘドロの初期含水比が実験のJI国序によっ
て多少減少するために， それぞれ初期に計画した値より小さくなり， 4. 5, 9. 2, 13. 5, 19. 0, 27. 0, 
45.8%という値を示している（この傾向は以下の（2)'(3）についても同様である）．
試験結果によれば，圧縮強さの面からの最適添加率は 10～13~ぢとなり，一軸圧縮強さ qu=O.8 
kg/cm2前後と念る． これより添加率を増すと急激にQu値は減少し50%程度で qu=O.2kg/cm2 
となってピーク値の約1/4となる． もちろん，これら Qu値は養生日数が5日間で， 添加時のへ
Fロとカーバイド残浮の合水比が自然状態であった場合の試験値であり，後述のように，養生日
表－2. カーバイド残浮の添加率の影響
ガタ土 I カーバイド残浮 ｜添加率｜養生日数｜扇＝ ~1 言景： 1 変形係数
！？ヂ｜可否~I マヂ｜噌ヂ｜可否~I 常手｜（%）｜（出y) I c均／州｜ （%） ｜何cm2)
992 132.9 426 48 136. 1 20 4.5 5 0. 784 135. 1 35 
0. 751 134.3 40 
944 ， 405 96 ， 41 9.2 ， 0.835 133.2 50 
0.807 134.2 44 
896 129.8 390 144 ， 61 13.5 ， 0.840 129.9 50 
0. 783 130.9 65 
848 132.9 346 192 ， 81 19.0 II 0.505 134.5 29 
0.480 133.0 31 
752 129.8 327 288 ， 121 27.0 ， 0.436 130.0 31 
0.405 131. 0 29 
560 132.9 240 480 ， 203 45.8 ， 0.229 129.5 25 
0.214 131. 6 17 
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図－2. 添加率の影響
数の増加やカーバイド残浮の合水比の減少によって急速に哨加する． したがって最適添加率の値
もこれらの要因の変化によって多少は変動すると名・えられる．
(2) カーバイド残I'.｛？添加l後の養生El数の経過が一物IJH：紛強さに及ぼす影響
安定処理土は材令が進むにつれて一般に強さが増加する． カーバイド残i宰を添加した場合の材
令の進行にともなう強さの増加の傾向をつかむために，添加率を105ちに規制し添加後の養生日
数 3,5, 10, 15, 20, 30, 50日目毎の－!liJI圧縮強さを測定した．ま;t，、この場合も混合時のヘドロ;b、ょ
びカーバイド残浮の含水比は搬入時のままのものとした．
試験結果を表－3.:b＇よび図－ 3に示す． 本実験に使用した熊本県河内付近のガタ土で表層付近の
表－3. カーパイド残i宰添加後の養生日数の影終
ガタ土 ｜ カーバイド残浮 ｜添加率｜養生日数｜弱虫 ~I 苦業 ： 1~ 
明手！令官tI ~~r I当ザ｜今野｜号；野｜（%）｜附｜何／cm')I 似） ｜何／cm')
944 132.9 405 96 136. I 41 9.2 3 0.269 131. I 13 
0.220 133.9 IO 
， ， 〆ノ // ， II II 5 0.835 133.2 50 
0.807 134.2 44 
， ， ， ， ， II ， IO 2.076 132.2 109 
， 129.8 411 II II II 9. I 15 3.321 110. 0 333 
3.501 116. 7 222 
， 132.9 405 ， II ， 9.2 20 3.614 116.8 238 
， 129.8 411 ， ， II 9. I 30 6.491 97.64 506 
5.861 99. 79 353 
II ， ， ， ， ， II 50 7.522 88.63 467 
7. 753 86.21 511 
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図－3. 添加後の養生日数の影響
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未かく乱試料の~1w11圧縮強さ qu の値は.:lo'.:lo'irね 0.2～0.5kg/cm2程度の値をとることが報告さ
れているの． カーバイド残j宰を添加することによって一度は乱されて低下した強さも添加後3～
5日で回復し，その後養生日数の経過につれても値は急激に増加する．本実験では養生日数を 50
日で打切っているが， この時点の qu値は 7.5kg/cm2程度を示している． さらに日数が経過す
れば多少は増加して qu=8.Okg/cm2前後の値に漸近するものと考えられる．
(3) 添加時のカーバイド残浮の含水比の変化が一軸圧縮強さに及ぼす影響
カーバイド残浮は前述のように生成時にはかなり多量の水分を保持している．本実験に供試し
た材料の含水比は搬入当初に 136%程度であった． 今後このカーバイド残浮が軟弱地盤などの安
定処理材として大いに活用されるためには，現場への運搬がより経済的に行なわれる必要がある．
このためには運搬時の含水比を低下させる必要があるが，それによっていわゆる安定材としての
効果が減ぜられることがあっては無意味である．そこで，添加時のカーバイド残浮の含水比を初
期含水比（約136%),120, 100, 80, 60, 40, 20, 0 労にそれぞれ調整して，各々について添加率 10%
で混合し 5日間養生した試料について一軸圧縮を行まい， カーバイド残j宰の含水比の変化にと
も念う強さへの影響を試験した．
試験結果を表－4.:lo＇よび図－ 4に示す． これらの結果より， 添加時のカーバイド残浮の含水比を
初期の 136~ぢの状態から徐々に減少させることにより， 一軸圧縮強さもは 0.6kg/cm2程度から
急速に増加している．これはカーバイド残浮の含水比が低下することによって必ずしも安定材と
しての効果が増加したことを示すものではをし単にヘドロとカーバイド残浮の混合物の合水比
が低下したため見掛け上強さが増加したものであると考えられる．つまり逆にカーバイド残浮の
含水比を同一にして，ヘドロの含水比を減少させても強さは増加して同様の結果が得られるであ
ろう． しかしカーバイド残浮の含水比が40労前後以下になると qu値は逆に減少している．この
原因としては
①含水比の低下によってヘドロとカーバイド残浮が十分に反応しえまいこと．
③合水比が極端に低くなるとカーバイド残浮が固結L，そのままでは混合が不可能であるため
粉砕して供試したのであるが， この場合反応するに十分なほど微粒化されてい念かったこと．
をどが指摘される．
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表－4. 添加時のカーバイド残浮の含水比の影響
ガタ土 ｜ カーバイド残浮 ｜添加率｜養生日数｜一軸圧｜試験時｜変形係数
潟潤重｜含水比｜乾燥重｜湿潤重 i含枇｜乾燥重｜ I ｜織強さ｜合水比｜
(g) I (%) I (g) I (g) I (%) I (g) I (%) I (day) I (kg/cmりI (%) I (kg/cm2) 
1040 101. 1 
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3.504 105.4 357 
60 II 8. 7 II 2.396 106. 7 476 
2.473 110. 5 400 
80 ， 8.9 ， I. 575 125. 1 121 
I. 605 128.6 139 
100 II 9.0 ， I. 036 122.3 115 
120 ， 9.0 ， 0.635 130. 1 66 
0. 759 131. 4 78 
136. 1 ， 9.2 ， 0.835 133.2 50 
0.807 134.2 44 
20 40 60 80 100 120 140 
カーバイド残j宰含水比 （%） 
図 4. カーバイト残浮含水比の影響
6.摘要
アセチレンを製造するさいに生成されるカーパイド残浮を，有明海周辺に広く分布するガタ土
（ヘドロ）の安定処理材として高度利用する道を開くため，その添加率や含水比を変え，また添
加後の養生期聞について処理効果を検討した．実験に使用したカーバイド残浮は比重2.332, 含
水比 136~ぢであり，またガ、タ土は比重 2.653，含水比 133必で粘土に属する．
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1) 養生日数5日の場合一期a圧縮強さは， 添加率10～13%で最大となる． さらに添加率を増
大すると強さは急速に低下した．
2) カーバイド残浮を 10%添加した場合， 養生日数の経過につれて強さは増加し 材令5日
で 0.8kg/cm2であったものが50日で 7.5kg/cm2となった．最終的には 8.Okg/cm2程度ま
で漸近すると考えられる．
3) 添加時のカーバイド残浮の含水比が減少するほど処理土の強さは増加する． これは含水比
の低下によってカーバイド残浮の安定材としての効果が増加したことを示すものではなくて，
単に処理土全体の含水比が低下したことによる見かけ上の強さの増加と考えられる．
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